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平成２２年度における都内私立学校の児童・生徒の問題行動等の実態 
 
 
 
１ 調査の概要 
 
  この調査は文部科学省が全国の小学校、中学校、高等学校（全日制・定時制）、特別支援学校を対

象に、平成２２年度（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）における「暴力行為」、「いじ
め」、「不登校」、「高等学校における長期欠席」、「高等学校における中途退学者等」の実態把握
のため実施したもののうち、私立学校分を取りまとめたものである。 

 
 ＜調査対象＞ 
  私立小学校      ５３校（児童数  ２６，８６２人） 
  私立中学校     １８７校（生徒数  ８１，０６６人） 休校含む 
  私立高等学校    ２３７校（生徒数１７６，１９６人） 休校含む 
  私立特別支援学校    ４校（児童・生徒数 １８８人） 

※ 学校数及び児童・生徒数は、平成２２年度学校基本調査（平成２２年５月１日現在）による。 

ただし、「（５）高等学校（全日制）における中途退学者数等の状況」については、平成２２年

４月１日現在の高等学校の生徒（生徒数174,898人）が対象である。 
 
 
２ 調査結果の主な特徴 ※カッコ内は前年度数値 
 

（１）私立小学校、中学校、高等学校における暴力行為の状況   【資料の１（P３、４）参照】 
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平成２１年度に比べ、暴力行為の発生件数は小学校、中学校、高等学校において増加している。 
     学校内で発生した暴力行為は小学校２校で４件（４件）、中学校３９校で１５９件（１３２件）、

高等学校６３校で２２９件（２００件）発生している。 
    学校外で発生した暴力行為は小学校１校で１件（０件）、中学校４校で５件（５件）、高等

学校１８校で２４件（１３件）発生している。     

※ 本調査における「暴力行為」とは、「自校の生徒が故意に有形力（目に見える物理的な力）を加

える行為」をいい、被暴力行為の対象によって教師及び学校職員への「対教師暴力」、何らかの

人間関係のある児童生徒同士による「生徒間暴力」、対教師暴力及び生徒間暴力の対象者を

除く「対人暴力」、学校の施設・設備等の「器物損壊」（補修を要する落書き・掃除用具等の学校

備品を故意に壊すなど）の四形態に分けている。 

 

（２） 私立小学校、中学校、高等学校、特別支援学校におけるいじめの状況 
【資料の２（P４、５）参照】  

平成２１年度に比べ、いじめの認知件数は小学校、中学校において減少、高等学校において
増加している。 

いじめは小学校１０校で２４件（３２件）、中学校５７校で１５５件（１６４件）、高等学
校４８校で１１４件（９６件）発生し、特別支援学校では、発生していない。 

 ※ 本調査における「いじめ」とは、「当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的、物

理的な攻撃を受けたことにより、精神的な苦痛を感じているもの。」とし、起こった場所は学校の

内外を問わない。なお、個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの学校の判断は、表面的・形式

的に行うことなく、いじめられた児童生徒の立場に立って行うものとしている。 

 
 
 

【問い合わせ先】  生活文化局私学部私学行政課  
直通 ０３－５３８８－３１９４ 
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（３）私立小学校、中学校における不登校の状況                   【資料の３（P５）参照】 
 

成２１年度に比べ、不登校児童生徒数は小学校において減少、中学校において増加しており、
不登校児童生徒の発生率は、小学校、中学校において増減はない。 
不登校児童生徒数は小学校２８人（３３人）、中学校７４６人（７１７人）となっており、不登

校児童生徒の発生率は小学校０．１％（０．１％）、中学校０．９％（０．９％）となっている。 

※ 本調査における「不登校」とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背
景により、児童・生徒が登校しないあるいはしたくてもできない状況にあることをいう（ただし、病
気や経済的な理由によるものを除く）。 

また、「不登校児童生徒数」とは、不登校により平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで
に連続又は断続して３０日以上欠席した児童生徒をいう。 

 

（４） 私立高等学校における長期欠席の状況                    【資料の４（P６）参照】 
 

平成２１年度に比べ、長期欠席者数は全日制・定時制ともに増加している。 
長期欠席者数は１,６２０人（１,４９０人）で、全日制は１,５６２人（１,４３９人）、定

時制は５８人（５１人）である。 

※ 本調査における「長期欠席者数」とは、学校基本調査の小学校・中学校における「長期欠席者」
に準じて、「平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までに３０日以上欠席した生徒」をいう。 

 

（５） 私立高等学校（全日制）における中途退学者数等の状況        【資料の５（P６）参照】 
 

平成２１年度に比べ、退学者数及び原級留置となった生徒数は増加している。 
退学者数は１，８９０人（１,７０５人）で、退学率は１．１％（１．０％）であった。 
平成２３年３月３１日で原級留置となった生徒数は２５２人（２５０人）で、原級留置率は

０．１％（０．１％）となっている。 
 

 


